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Ⅰ 調査の概要 

 

１．調査目的 

   市民の男女平等や人権、家庭・地域社会などに対する意識や実態を把握し、プ

ランの見直しと今後の施策に反映させる重要な基礎資料とするために、調査を実

施した。 

 

２．調査地域 

   鹿屋市内 

 

３．調査対象 

   ２０歳以上の男女２，５００人 

 

４．調査時期 

  平成１９年９月３日～平成１９年９月１９日 

 

５．調査方法 

   郵送配布回収法 

 

６．対象者抽出方法 

   住民基本台帳に基づく層化無作為抽出法 

 

７．サンプル数 

   配 布 数 ２，５００ 

   有効回収数 １，１０８ 

   有効回収率 ４４．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発送数 回収数 率 

鹿屋 1,915 818 42.7% 

串良 319 119 37.3% 

吾平 160 88 55.0% 

輝北 106 50 47.2% 

未記入   33   

計 2,500 1,108 44.3% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査結果の概要 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

 １ 男女平等の意識について    

男女の地位が平等になっているかを、以下の５分野で聞いたところ、「家庭のなか

で」39.5％が最も高く、次いで「学校のなかで」38％、「法律や制度上」25.6％、「職

場のなかで」23.8％、「地域社会のなかで」19.9％の順となっている。 

一方「男性が優遇されている」と答えた人の割合は、「地域社会のなかで」33.3％、

「家庭のなかで」32.1％、「職場のなかで」31.9％、「法律や制度上」21.1％、「学

校のなかで」7.0％の順となっている。 

「平等」と答えた人より「男性が優遇されている」と答えた人の割合が高くなって

いるのは、「職場のなかで」と「地域社会のなかで」の２分野となっており、この分

野の不平等感が依然として根強く残っていると考えられる。 

前回の調査（平成 12年）と比較するとすべての分野で、「男性が優遇されている」

が減少し、「平等である」が増加をしているが、中でももっとも変化が大きいのは「家

庭のなかで」であり、「平等である」と答えた人の割合が 16％増加していることから、

家庭の中では徐々に平等感が浸透してきている傾向にある。 

 

 

 ２ 家庭生活について       

 家庭における役割分担状況については、「食事の準備」をはじめ９項目のうち妻よ

り夫の割合が高いのは、「集落や町内会などの地域活動への参加」と「高額の商品や

土地・家屋の購入を決める」のみである。共働き世帯においても、同じ傾向にあり、

家庭における妻の負担が大きいことが伺える。 

 「男女が、家事・育児・介護・地域活動などに積極的にかかわっていくためには、

どのようなことが必要だと思われますか」については、「相互の理解・協力」72.7％、

「自分自身の自覚や知識・能力の向上」53.9％、「社会的しきたりや慣習の見直し」

38.4％の順になっている。 

 「10 年前と比較して、家庭を重視する男性が増えていると思いますか」については、

「非常に増えている」18.8％、「少し増えている」48.4％となっており、全体の 67.2％

が増えていると答えている。 

 結婚、家庭、離婚についての考え方について、「結婚は個人の自由であるから、結

婚する、しないは個人の意志にまかせればよい」に賛成する割合は 8割を超えている

が、「結婚してもうまくいかないときは、離婚してもかまわない」については、賛成

意見 47.2％、反対意見 30.2％になっている。結婚については、個人の自由としなが

ら、離婚することにはある程度抵抗を感じる傾向にあると考えられる。 

育児に対する社会の支援については、「基本的には家族が行うことであるが、社会

がある程度支援する必要がある」と 65.6％が答えている。 
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晩婚化や非婚化の理由については、「仕事をもつ女性が増えて、女性の経済力が向

上した」67％が最も高く、次いで「独身のほうが自由である」44％、「結婚しないこ

とに対する世間のこだわりが少なくなった」40.1％などの順になっている。 

少子化の理由については、「子どもの教育にお金がかかるから」54％、「経済的に

余裕がないから」51.7％と経済的理由が上位を占めている。 

 

 

 ３ 介護について         

介護に対する社会の支援については、「社会が支援する必要がある」と答えた人は、

94.6％を占め、介護が個人でなく、社会全体で支援することを望んでいることが伺え

る。 

また、介護が必要になったら誰に介護してもらいたいについては、「配偶者」と答

えた人が 38.7％と一番多く、次いで「老人ホーム」が 18.2％となっている。 

男女別でみると、男性は「配偶者」と答えた人が半数以上の 53.1％であるのに対し、

女性は「配偶者」28.5％、「老人ホーム」21.8％となっており、男性は家族に介護さ

れたいと思っており、女性は老人ホームや病院など施設入所を希望する傾向にあるこ

とが伺える。 

前回の調査（平成 12 年）と比較すると、家族（配偶者・兄弟姉妹・子ども・親）

が 67％から 52.8％に減少し、施設（病院・老人ホーム・ホームヘルパー）が 26.5％

から 43.1％に増加している。これらの結果は、施設の増加や充実が背景にあると考え

られる。 

 

 

 ４ 仕事について         

女性が仕事を持つことについては、「子どもができたら職業をやめ、大きくなった

ら再び職業をもつ方がよい」と答えた人が半数以上（51.1％）であり、「子どもがで

きても、ずっと職業を続ける方がよい」が 23.5％となっている。 

男女別でみると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と答えた人

の割合は女性より男性のほうが高くなり、一方「子どもができたら職業をやめ、大き

くなったら再び職業をもつ方がよい」と答えた割合は女性のほうが高いことから、女

性自身も育児は女性がすべきものという意識があることが伺える。 

女性の職場進出や職場での処遇については、「女性が結婚や出産・育児があっても

続けて勤められるようになった」57％が最も高く、次いで「責任ある仕事や役職につ

く女性が多くなった」45.8％が多くなっている。 

女性が仕事をしやすい環境を整えるために必要なこととしては、「家族や夫の理

解・協力」63％が最も高く、次いで「出産等でいったん退職した女性のための再雇用

制度を普及・充実する」46.4％となっている。 
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 ５ 教育について         

 子どもにどの程度の教育を受けさせたいかについては、男の子の場合は「4 年制大

学」48.7％が最も高く、次いで「専門・専修学校」が 17.9％に対し、女の子の場合は

「4 年制大学」26.6％、「短大・高専」22.6％となり、女の子より男の子に高学歴を

望む傾向がみられる。 

 学校教育おいて、「男女の区別をなくしたほうがよい」について聞いたところ、「非

常にそう思う」「少しそう思う」と答えた人の割合が高くなっているのは、「進路指

導」74.2％、「生徒会や学級委員等の選出」56.6％、「名簿、整列、点呼など」32.6％

となっている。 

一方「あまりそうは思わない」「全くそうは思わない」の割合が高くなっているの

は『「男らしく」「女らしく」ふるまうように言わない』42.7％、「ランドセルや学

習用具など、男女の色分けをしない方がよい」35.7％となっている。 

 

 

 ６ 男女の人権について     

セクシュアル・ハラスメント(性的いやがらせ)について、職場や学校、地域で、経

験はあるかについて聞いたところ、「容姿・年齢・結婚などについて、話題にされた」

を初め、すべての問に対し、男女共に「経験がある」と答えている。 

男女別にみると、男性は「容姿・年齢・結婚などについて、話題にされた」17.2％

が最も高く、女性は「宴会などでお酌・デュエット・ダンスなどを強要された」31.3％

が最も高くなっている。 

配偶者・パートナー・恋人からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）について

聞いたところ、「なぐったり、けったりなど身体的な暴力をうけた」について、女性

27.4％、男性 8.8％、「人格を否定するような暴言や、恐怖を感じるような脅迫を受

けた」について女性 23.2％、男性 7.7％、「嫌がっているのに性的な行為を強要され

る」について女性 20.7％、男性 4.3％が「経験がある」と答えている。 

暴力や嫌がらせ等を受けた経験がある人に、相談先について聞いたところ、「友人

や知人に相談した」27.2％、「家族や親戚に相談した」21.4％となっているが、47.6％

の人が「だれにも相談しなかった（できなかった）」と答えている。 

だれにも相談しなかった（できなかった）理由について聞いたところ、「相談する

ほどのことではないと思ったから」54％が最も高く、次いで「自分にも悪いところが

あると思ったから」27％、「自分さえ我慢すれば、なんとかやっていけると思ったか

ら」23.3％、「相談しても無駄だと思ったから」18％などの順となっている。 
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 ７ 地域活動について      

地域活動の参加状況については、「町内会活動」44.6％が最も高く、次いで「参加

していない」27.8％、「スポーツ、レクリエーション活動」18.5％、「子ども会、Ｐ

ＴＡ活動」18.3％、「趣味のサークル活動」16％などの順となっている。 

前回の調査（平成 12 年）と比較すると、「趣味のサークル活動」や「スポーツ、

レクリエーション活動」が減り、「町内会活動」が増えている。 

男女共同参画社会形成のために必要な取り組みとしては、「介護支援など福祉政策

を推進する」が 35.3％、「会議・企画等、物事を決定する場へ女性も男性も参加させ、

意見を反映させる」29.4％、「家庭と仕事の両立のための総合労働政策を確立する」

「保育との施設や制度の充実を図る」が共に 27.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 調査結果 
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Ⅲ 調査結果 

 

 １ 回答者の属性 

調査回答者の性別構成比は、男性が 42％、女性が 56.3％であった。 

年代別構成比は、50歳代 22.2％が最も多く、次いで 60歳代 18.1％、40歳代 18.1％

の順となっている。男女別に見ると、男性は 50 歳代 22.4％が最も多く、次いで、

70 歳以上 20.6％、60 歳代 17.4％の順となっている。女性は 50 歳代 22.6％が最も

多く、次いで 40歳代 19.4％、60歳代 19.1％の順となっている。 

 居住地域の構成は、鹿屋地区 73.6％、串良地区 10.8％、吾平地区 8.0％、輝北地

区 4.5％となっている。 

 居住履歴の構成は、「市外で生まれ、鹿屋市に転入し、今 10年以上」26.3％と最

も多く、次いで「鹿屋市で生まれて市外へ転出後、再び転入し、今 10年以上」24.7％、

「生まれてからずっと鹿屋市に住んでいる」21.4％の順となっており、10年以上居

住いている人の割合が、72.4％となった。 

 未既婚の構成比は、「結婚している」73.3％が最も多く、次いで「結婚していた

が死別離別した」12.9％、「結婚していない」12.3％の順となっている。「死別離

別」においては、県の調査と同じように女性が男性を 10％近く上回っている。 

 子どもの数は、「２人」40.1％が最も多く、次いで「３人」21.9％、「いない」

18.8％の順となっている。 

 世帯構成については、「２世代世帯（親と子、夫婦と子など）」と答えた人の割

合が 44.9％と最も高く、次いで「１世代世帯（夫婦のみ）」33.8％、「単身世帯」

13.4％、「３世代世帯（親と子と孫）」4.7％の順になっている。県の調査と比較す

ると順位は本市と全く同じだが、「２世代世帯」は本市のほうがやや高く、逆に「1

世代世帯」は県のほうが高くなっている。 

職業の構成比については、「常勤の勤め人」と答えた人が、30.4％と最も高く次

に「無職」19.0％、「非常勤の勤め人」14.8％、「専業主婦・専業主夫」14.1％の

順になっている。男性は「常勤の勤め人」の割合が 43.7％と最も高く、女性は「専

業主婦」の割合が 24.8％と最も高くなっている。 

「常勤の勤め人」の割合は男性 43.7％に比べ女性が 21.3％であるが、「非常勤の

勤め人」の割合は、男性 7.1％に比べ女性は 21％と高くなっていることから、女性

は臨時職員やパートとして働いている実態が伺える。 

家族の職業構成比は、「自分のみ仕事をしている」答えた人の割合は、26.7％と

最も高く「共働き（配偶者は常勤）」は 22.8％となっている。 

男女別では、男性は「自分のみ仕事」が 40.6％「共働き（配偶者は常勤）」18.5％

の順であるが、女性は「共働き（配偶者は常勤）」が 26.8％、「配偶者のみ常勤」

と答えた人が 19.4％となっている。 
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問 1 あなたの性別はどちらですか。 
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無回答

 

問 2 あなたの年齢を教えてください。 
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問 3 どちらにお住まいですか。 
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図 2 年齢構成（性別） 

図 3 居住地域（性別） 

図 1 性別構成   n=1108 


